
Attasammapapidhi考

平 岡 聡

Sn. 第260偶 を は じめ, ニ カ ー ヤ 中 に散 見 し得 る語 にattasammapanidhi(以 下

atta)が あ る。 海 外 の学 者 は この語 に特 別 な 意 味 を認 め な い が, わ が 国 の 学 者 は

この語 を 「自 ら は正 しい 誓願 をた て る こ と」 と理解 す る 傾 向 に あ る。 す な わ ち

attaのpanidhiは 「誓願(願 い)」 と解 釈 され て い る。 しか し ニ カー ヤ 中 に 見 ら

れ るpanidhiと い う語 を注 意 深 く考 察 す れ ば, このpanidhiを 「誓 願 」 と理 解 す

る こと に疑 問 を懐 か ざ る を得 な い。 そ こで本 小 論 で は, attaのpanidhiな る 語

が, 初 期 仏 教 当時 に有 し てい た 意 味 を 明 らか に して み た い。

この 語 の 語 根 は, Skt. のpra-pi-dhaで あ るか ら, panidhiは 「置 く, 向 け る」

とい う意 味 を基 本 とす る語 で あ り, 派 生 的 に 「誓願(願 い)」 とい う意 味 で用 い ら

れ る こ と も あ る。 し か し, 仏 教 以 外 の 文献 で は この意 味 で使 用 され る こと は まず

な く, 仏 教 独 自の 用 法 とな っ てい る。 そ こ で次 に, attaの 実 際 の用 例 を 見 る こ

と にす るが, 今 は このattaの 訳 語 を 問題 に して い る た め, 敢 え て この 語 は 訳 出

しな い。 まず 最 初 の 用 例 はSn. 第260偶 の 教 説(cf. Kh.p. 3)で あ る。

適 当な所に住み, 前世で功徳 を積んで, atta, これが最高の幸福であ る。

また これ に類 す る説 と して 「四 つ の輪 」(cattari cakkani)」 とい う教 説 が存 在 して

い る。 た と え ばDN. 34 Dasuttara-suttantaで は次 の よ うに説 か れ る。

いかな る四法が有益 な るものか。 それ は四つの輪 である。す なわ ち, 適 当な所 に住み,

善 士に近親 し, atta, そして前世 で功徳 を積 んでい ること, これ らの四法が有益 なるも

のである。(DN. III, p. 276)

これ と同 類 の 教 説 はAN. 4. 4. 31(AN.II, p. 32)に も存 在 す る。 以 上 四 例 が ニ カ

ー ヤに お け るattaの 用 例 で あ るが, 次 に 後代 の 資 料 に 基 づ き つ つ, そ れ ら の

attaに 対 す る解 釈 を窺 見 して み た い。 ま ず 最 初 に南 伝 の註 釈 書 に よる と,

attanと は心(citta)と 言 われ る。 あるい は 〔心 に限 らず〕個体存在全体 〔と言われ る〕。

sammapapidhiと は, このattanを 正 し く向 ける こ と(papidhana), 固 定 させ る こ と

(niyunjana), 確 立す ること(thapana)と 言われ る。(Paramattha-jotika I, p. 132)

attaと は, ある人が この世 で, 悪戒な る自己を戒に住せ しめ, 信な き 〔自己〕を信具足

の状態 に住せ しめ, 樫吝 なる 〔自己〕を施捨具足の状態 に住せ しあ ること。 これがatta
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と言われ る。(ibid., p. 134)

と説 明 す る。 この よ うに, 少 な くと も南 伝 の註 釈 書 に よれ ば, このpanidhiは,

この語 が本 来 有 してい る 「置 くこ と, 向 け る こ と」 を 意 味 し, 何 ら 「誓願 」 を 意

味 しない こと が理 解 され る。

続 い て北 伝 の資 料 に見 られ るattaの 解 釈 を 検 討 す る。 ま ず 上 記Dasuttara-

suttantaに 相 当 す る漢 訳 『十 上 経 』で は, このattaを 「自謹 愼 」(大1, p. 53b)と

漢 訳 す る。す なわ ち, 定本 で あ る高麗 本 で は 「自 ら を正 し く向 け る こ と」の 意味 に

解 釈 して い る が, 宋, 元, 明 の 三本 に は 「宿 曾 獲 精 願 」 とあ り,「 誓願 」 の 意味 で

漢 訳 され て い る。 ま た この 経 の 漢 訳 異 本 『十 法 報 経 』に は 「自直 願 」(大1, p. 234a)

とあ り, さ らに上 記AN. 4. 4. 31の 漢 訳 に も 「知 諦 願 」(大2, p. 877a)と あ るか ら,

いず れ も 「誓 願 」 の 意 味 で漢 訳 され てい る。 これ ら に 対 し,『 法 句経 』 で は 「勅

身 從 真 正 」(大4, p. 575a), ま た 『法 句響 喩 経 』 で も 「勅 身承 貞正 」(大4, p. 609a)

と あ るの で, この 二 経 で はattaを 「自 らを 正 し く向 け る こ と」 と解 釈 して い る、

こ の よ うに漢 訳 経 典 中 に は, こ のpanidhiを 「誓願 」 と解釈 す る も の と,「 向 け

る こと」 と解 釈 す る もの とが混 在 し, この点 か ら して もattaoのpanidhiを, 直

ち に 「誓 願 」 と解 釈 す る わ け に は い か な い。 さ ら に 北 伝 の 資 料 で あ るDN. 34

Dasuttara-suttantaの 梵 本Dasottara-sutra(K. Mittal, Berlin, 1957, S. 61)の 用 例 は,

パ ー リ文 で 複 合 語 と な って い たattaを"atmanas(ca)samyakpranidhanam"

と してい る が, これ もattaの 訳 語 を決 定 す る に は い た らな い。 した が って これ

ら後 代 の 典 籍 に よる限 り, 初 期 仏 教 当 時 に この語 が 有 して い た真 の意 味 に迫 り得

ない。 そ こで最 後 に, ニ カ ー ヤ 自身 の 中でattaと 共 通 す る教 説 を探 り出 し, そ

の 教 説 か らattaの 意 味 を 確 定 して み た い。

まず その 類 似 教 説 と して 指 摘 し得 るの が, Dh. 第43偶 の用 例 で あ る。 こ こで は

母 や父 や, あるいは親族達 が して くれ るよ りもさ らに優れ た ことを, 正 し く向けられ た

心(samlnapapihitam cittam)が して くれ るであろ う。

と説 か れ て い る。 ニ カー ヤ に お い てcittaはattanと 近 い 意 味 で用 い られ(cf. SN.

V, p. 29), ま た 『倶 舎 論 』で両 者 は 同一 視 され る よ うに な る か ら, こ こで のcittaを

attanに 置 き換 え て も大 過 は な い と考 え られ る。 さ らに過 去 受 動 分 詞panihitaを

名詞 形papidhiに 置 き換 え る と, この用 例 はattaoと 共 通 す る教 説 に な る。 これ

に 対応 す る 漢訳 は,『 出曜 経 』 で は 「除 邪 就 定 」(大4, p. 759c),『 法 集 要 頗 経 』 で

は 「除 邪 就 正 定 」(大4, p. 795b),『 法 句 経 』 で は 「可 勉 向正 」(大4, p. 563a),『 法

句 響 喩 経 』 も 『法 句経 』 と 同文(大4, p. 584b)で あ るか ら, 総 て 「向 け る こ と」
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の 意 味 で こ のpanihitaを 解 釈 し てい る。 さ らにIt. に よる と,

意 を正 し く向け(samma manam papidhaya), 言葉 を正 し く語 り, 身 に正 し く行い, 人

は-中 略-死 後天界 に生まれ る。(p. 60)

と あ る。 こ こで もcittaの 同 義 語 で あ るmanas(cf.SN. II, p. 94)をattanに, ま

た 連 続 体panidhayaを 名詞 形panidhiに 置 き換 えれ ば, この 用 例 もattaと 共 通

す る教 説 と な る。 さ ら にSN. 1. 8. 5(SN. I, pp. 42-43;cf. J. IV, p. 110)に も,

語 と意 とを正 し く向け(vacam manan ca papidhaya samrna),身 に悪をな さず-後 略-

と あ り, It. と 同様 の 教 説 が 見 い 出 せ る。 これ に 対応 す る漢訳 臨 「撮 持 身 口意不

造 三 悪 法 」(大2, p. 361b),「 除 棄 口意 悪 身 不 行 非 善 」(大2, P. 479c)と あ り, い ず

即 も心口意 の三業にわたって自己壷正 しく向けることを強調す る。また これ と

対 を な す"miccha manam panidhaya"(It. p. 59),"vacam manan ca panidhaya

papakam"(Sn. p. 127;SN. I, p. 149)と い う詩 句 を 含 む 教 説 も見 い 出 せ るの で あ る。

さ ら にattaの 訳 語 を 決 定 づ け る 教 説 と し てAN. 1. 5. 1～2. (AN I, p. 8; cf, SN.

V, p. 10)の 教 説 を あ げ得 る。

誤 って向けちれた(miccha papihita切 稲の穂先が手で捉 まれ ても手を破 ることはない

よ うに, 誤 って向け られた心に よって(miccha papihitena cittena), 無明 を破 り浬繋 壷

証得 す ることは不 可能 であ る。なぜ な ら, その心 には誤 った方 向性 があるか らだ(mic-

cha panihitatta cittassa)。〔逆 に〕正 し く向 けられ た(samma papihitam)稲 の穂先が手

で捉 まれ ると手 を破 るよ うに, 正 し く向けられ た心 によって(samma papihitena cittena),

無 明を破 り浬 藥を証得す ることは可能 である。 なぜ な ら, その心 には正 しい方 向性が あ

るか らだ(samma papihitatta cittassa)。-抄 訳-

この教 説 の比 喩が 示 唆 して い る よ うに, こ こでのpapihitaは 明 らか に 「方 向性 」

を意 識 した語 と して用 い られ て い る。 以 上 の 考 察 か ら, atta。 に類 す る 教 説 が,

ニ カー ヤに お い て いず れ も 「心 を正 し く向 け る こと」 を意 味 し, 何 ら 「誓 願 」 を

意 味 す る もの では な い こ とを 理解 し得 た と思 う。 よ ってSn.等 に み ら れ るatta

に は,「 自 らは正 しい 誓 願 をお こす こ と」 で は な く,「 自 らを正 し く方 向 づけ る こ

と」 とい う意 味 を基 本 に した訳 語 こそ が与 え られ るべ き で あ ろ う。

以上 の こ とは南 方 仏 教 を奉 ず る人 々 に と って は至 極 常 識 的 な解 釈 で あ ろ うが,

わ が 国 で は 大 乗 仏 教, 特 に浄 土 教 の影 響 で,「pranidhana(pranidhi)=誓 願 」 とい

う理解 が 一般 化 して い るた め, ニ カ ー ヤ に み られ るattaのpapidhiを も安 易 に

「誓 願 」 と解 釈 しが ち で あ る。 我 々が 無 意識 の うち に 「pranidhana=誓 願 」 と 解

釈 して い る現 在, も う一度 誓願 思 想 を 考 え直 す 必 要 が あ ろ う。(仏 教大学大学院)
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